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代
表
理
事
組
合
長
　
鯨
　
岡
　
敏
　
夫

こ
の
度
の
理
事
会
で
、
代
表

理
事

・
組
合
長
に
就
任
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
鯨
岡
で
す
。

農
協
を
取
り
巻
く
環
境

（農

協
改
革
）
等
は
厳
し
い
も
の
で

あ
り
ま
す
が
、
安
心
と
活
力
に
満
ち
た
明
る
い
職
場
作
り
や
誇

り
を
持

っ
て
仕
事
が
出
来
る
よ
う
少
し
で
も
貢
献
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

ま
た
、
助
け
合
い
の
精
神
を
再
認
識
し
、
組
合
員

・
利
用
者

及
び
地
域
住
民
の
皆
様
と
、
将
来
に
わ
た
る
事
業
基
盤
を
築
く

た
め
に
、
信
用
事
業

・
共
済
事
業

・
購
買
事
業

・
そ
の
他
の
事

業
（住
宅
等
供
給
事
業

・
介
護

・
葬
祭
事
業
）
等
様
々
な
事
業
を

新
し
い
感
覚
で

「ほ
う

・
れ
ん

。
そ
う
（報
告

。
連
絡

・
相
談
と

の
心
で
改
革
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
後
と
も
、
皆
様
か
ら
の

一
層
の
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
を
賜
り

ま
す
よ
う
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

皆
様
方
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
就

任
の
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

専

務

理

事

安
　
達

こ
の
度
、
第
６７
回
通
常
総
会
で
理
事
（学
識
経
験
）
に
選
出
さ

れ
、
同
日
に
開
催
さ
れ
た
臨
時
理
事
会
に
お
い
て
専
務
理
事
に

選
任
さ
れ
ま
し
た
。

農
協
を
取
り
巻
く
情
勢
は
、
昨
年
の
規
制
改
革
会
議
に
端
を

発
し
た
農
協
法
改
正
が
今
国
会
で
の
審
議
入
り
と
な
り
、
今
後

大
幅
な
法
改
正
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
茨
城
と
し
て
、
昨
年
か
ら
の
自
己
改
革

に
つ
い
て
の
組
織
討
議
を
踏
ま
え
、

１０
月
２９
日
（木
）
の
第
２７
回
茨
城
県
Ｊ
Ａ
大
会
に
お
い
て
、
３

カ
年
の
運
動
方
針
が
決
定
し
て
対
応
し
て
い
く
方
針
で
す
。

現
在
当
Ｊ
Ａ
と
し
て
は
、
環
境
変
化
に
対
応
し
た
盤
石
な
経
営
基
盤
を
構
築
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
時
代
の
変
化
に
対
応
し
た
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
遵
守
を
基
本
に
、
高
齢
化
が
進
展
す
る
組

織
構
造
へ
の
対
応
を
は
か
り
、
組
合
員
の
皆
様
、
地
域
住
民
の
皆
様
に
愛
さ
れ
る
Ｊ
Ａ
を
目
指
し

て
参
り
ま
す
。
将
来
に
わ
た

っ
て
、
持
続
的
な
協
同
組
合
運
動
を
発
展
さ
せ
る
た
め
に
は
、
財
務

基
盤
の
強
化
を
は
か
る
と
と
も
に
人
材
の
育
成
が
大
き
な
課
題
で
あ
り
ま
す
。

私
は
、
協
同
組
合
運
動
の
前
進
に
向
け
て
全
力
で
職
務
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

組
合
員
の
皆
様
の
ご
指
導
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、
就
任
の
あ
い
さ
つ

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

さ
れ
ま
し
た
。

昨
今
の
農
業

・
農
政
事
情
は
、　
一
段
と
厳
し
い
環
境
下
に
直

面
し
て
お
り
、
Ｊ
Ａ
経
営
の
あ
り
方
等
、
将
来
を
左
右
す
る
大

き
な
変
化
に
見
舞
わ
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
中
、
私
は
組
合
員
の
皆
様
の
負
託
を
受
け
た
監
事
と
し
て
の
責
務
に
対
し
、
更
な

る
責
任
の
重
大
さ
を
痛
感
じ
専
心
努
力
し
て
参
る
覚
悟
で
あ
り
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、
皆
様
の
ご
協
力
、
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し

て
、
就
任
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

就任のごあいさつ

常

勤

監

事
　

里
（

澤

こ
の
度
の
第
６７
回
通
常
総
会
に
お
い
て
、
常
勤
監
事
に
選
任

仁

税
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度一一́
Ｐ‘

一
十
一

一７・つ
一

成″
Ｆ

ｔ
，
一

去
る
四
月
ニ
ト
ロ
（木
）
、
多
賀
市
民
会
館
三
階
大

ホ
ー
ル
に
於
い
て
、
日
立
市
多
賀
農
業
協
同
組
合
の

定

邊
一試
硼
蹴
△〕媚
桑
媚
羊
峙
井

正
組
合
員
五
九
九
人
（う
ち
書
面
議
決
書
二
人
二
人
）

決
鍋
喫
講
弓
付
一障纏
¶．鰤
躁
騨
詢

開
会
宣
言
で
開
会
し
、
鈴
木
組
合
長
の
挨
拶
、
続

い

て
茨
城
県
議
会
議
員
菊
池
敏
行
氏
か
ら
来
賓
の
御
祝

辞
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
次
に
議
長
選
任
に
移
り
、

議
長
に
大
久
保
町
の
助
川
二
朗
氏
、
副
議
長
に
河
原

子
町
の
友
部
利
雄
氏
が
選
任
さ
れ
、
開
票
立
会
人
に

諏
訪
町
の
小
野
靖
夫
氏
、
水
木
町
の
佐
藤
健

一
氏

・

東
多
賀
町
の
鈴
木
邦
弘
氏
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
そ

の
後
書
記
に
二
名
を
指
名
し
、
直
ち
に
審
議
に
入
り

ま
し
た
。

提
出
さ
れ
た
第

一
号
か
ら
第
八
号
議
案
に
つ
い
て
、

熱
心
な
審
議
の
結
果
、
賛
成
多
数
で
原
案
通
り
可
決

さ
れ
ま
し
た
。
承
認
を

受
け
た
平
成
二
十
七
年

度
事
業
計
画
に
基
づ
き

事
業
展
開
を
し
て
ま
い

り
ま
す
。

去
る
平
成
二
十
七
年
五
月
二
十
二
日
宋
↓

に
第
ニ
ト
八
回
年
金
友
の
会
通
常
総
会

亀

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

議
長
に
は
、
八
幡
勝
義
様
が
選
出
さ
れ
、

平
成
二
十
六
年
度
の
事
業

・
収
支
報
告
、　
一

平
成
二
十
七
年
度
の
事
業

・
収
支
計
画

を
議
事
に
諮
り
、
満
場
異
議
な
く
可
決

確
定
致
し
ま
し
た
。

総
会
終
了
後
は

一
矢

（か
ず
や
）
さ
ん
　
．

の
相
撲
漫
談
が
行
わ
れ
、
会
場
は
大

い

に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

き て 農
ま 講 薬
し 習 に
た を つ°

頂 い

あいさつをする

会長

鶴田豊 氏

壕 .

あいさつをする あいさつをする

鯨岡組合長  八幡勝義様

　̈

　

１

去
る
五
月
十
九
日
（火
）
に
フ
ラ
ワ
ー
グ
リ
ー
ン
会
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
二
十
六
年
度
の
事
業

・
収
支
報
告
、
平
成
二
十
七
年
度
の
事
業

・
収
支
計
画
、

規
約
の

一
部
改
正
を
議
案
に
諮
り
、
賛
成
多
数
で
全
て
原
案

通
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
終
了
後
は
全
農

い
ば
ら
き
中
央
推
進
事
務
所
よ
り

鶴
田
豊
氏
、
協
友
ア
グ
リ
（株
）
関
東
営
業
チ
ー
ム
よ
り
竹
原

奈
緒
氏
を
迎
え
営
農
講
習
会
を
開
催
致
し
ま
し
た
。
肥
料
と 開

催

議長助川二朗氏(左 )と 副議長友部利雄氏(右 )

饂曜幾

茨城県議会議員

菊池敏行氏

曇

３

３

歩

出席された組合員の皆様

刊

褻

騨参加された皆様

参加された皆様
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第6i回
凄鴨蒔影は扮餃辟す―・

第9回

女性部通常総象
去る3月 25日 (水 )、 日立市多賀女性部の第 61回通常総会が多賀農協本店 3階に

おいて開催 されました。

部員 85名 が参加 し、鈴木松男組合長より、来賓のご挨拶をいただき、菊池敏行

県議会議員より、メッセージをいただきました。

総会資料の審議では、昨年の事業報告と収支決算が原案通り承認 されました。

本年度の事業計画は部員の皆様がとても感心を持ち、多くの方が参加 してくだ

続いて第 9回いずみの会総会を行いました。
会員41名 が出席し、女性部総会に引き続き、開催いたしました。

を受汀?峯禽EIま戻撃憑7曇臭塁:クサ雰37F習 1構摯騨電轡驚)|:あ奏
本舞踊と各種発表をさせていただいております。
毎回、皆様と共に歌い、楽しむことができ、充実

した一日を過ごしております。

皆様から感謝の言葉をいただいたり、笑顔が見ら

れたり、とてもうれしく思います。― ―´ヽ 一 ―シー ー ―ヽ ―ノウ                  ぃずみの会総会の様子

・・角話山   童‐‐|レタリ|=|■|ショ|ン|六1会 |

J瞳脚 血 血 飢 翁 加基各名な流/~呻¨ ~
4月 7日 (火)県北 」A女性部連絡協議会総会を JA    体をほぐす、ラジオ体操から始まり、ボーリング、ボ

水戸にて開催いたしました。                一ル送り、輸投げと 3競技を行いました。

日立市多賀より9名出席いたしました。           レクリエーション後には、長生きサンバを歌いながら

第 1号議案から第 5号議案まで承認され、終了いた   踊り、女性部の歌『明日輝くために』を手話を取り入れ

しました。                          て行いました。

県北の他地区の女性部の方々とも、意見の交換や、交  1  応援の声も響き、笑いもあり、とても楽 しく行うこと

流など、今まで以上に深めていけました・Dと 思つており | ができました。

ます。

さっております健康体操を昨年同様
行い定着させ、手芸、お料理、生葉
染と部員の方々のアイディアを多く
取り入れ、楽しい女性部作りを心が

け、地域の方々にも広められたらと

思っております。

栞610苺常俺会
JAl■市多賞まは,`

女性部通常総会の様子

餘

D

総会の様子 レクリエーションの様子
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向上

化へ総力を打性Ｆ地
２
０
１
４
年
５
月
の
規
制
改
革
会
議
に
よ
る
農
業
改
革
案
に
端
を
発
し
た
農
協
改
革
に
つ
い
て
、
政
府
は
２
月

‐３
日
、法
制
度
等
の
骨
格
を
決
め
ま
し
た
。
政
府
は
今
通
常
国
会
で
、農
協
改
革
の
関
連
法
案
の
提
出
を
予
定
し
て

い
ま
す
。
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
茨
城
は
、〈

，
日
の
決
定
に
よ
り
組
合
員
の
営
農
や
く
ら
し
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
の
な

い
よ
う
注
視
し
て
い
く
と
と
も
に
、
改
革
の
目
的
で
あ
る
「農
業
所
得
の
向
上
、
地
域
の
活
性
化
」
に
結
び
付
く
よ

う
、総
力
を
挙
げ
て
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

Ｏ
　
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
茨
城
は
、
平
成
２７

年
３
月
の
県
下
２０
Ｊ
Ａ
の
組
合
長

会
議
に
て
「
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
茨
城
の

自
己
改
革
【暫
定
版
買
以
下
「自
己

改
革
し
を
決
定
し
ま
し
た
ｃ

Ｏ
　
自
己
改
革
は
、
一連
の
「
農
協
改

革
」
や
今
通
常
国
会
に
法
案
提
出
が

予
想
さ
れ
る
農
業
協
同
組
合
法
改

工
の
動
き
に
も
呼
応
し
な
が
ら
、
Ｊ

Ａ
グ
ル
ー
プ
茨
城
と
し
て
次
の
基
本

方
針
に
来
づ
き
発
す
る
も
の
で
す
。

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
茨
城
は
、
「食
と
農

を
基
軸
と
し
て
地
域
に
根
ざ
し
た
協

同
組
合
」
と
し
て
「
持
続
可
能
な
農

業
」
と
薦
豆
か
で
暮
ら
し
や
す
い
地
域

社
会
」
の
実
現
を
め
ざ
す
。

そ
う
し
た
基
本
使
命
を
果
た
す
た

め
に
も
、
我
々
は
、
自
ら
の
意
思
に
基

づ
く
組
織
・事
業
改
革
を
実
行
し
、
そ

の
成
果
を
内
外
に
示
し
、ウこ
れ
ま
で
以

上
に
、地
域
社
会
に
お
い
て
「無
く
て

は
な
ら
な
い
存
在
」
と
な
る
た
め
、
努

力
を
重
ね
て
い
き
ま
す
。

○
　
な
お
、
【暫
定
版
】
と
し
た
の
は
、

０
現
時
点
で
は
農
協
法
改
正
の
詳
細

が
明
ら
か
で
な
で
ア
」、
②
今
秋
開

催
予
定
の
第
２７
回
県
Ｊ
Ａ
大
会
ま

で
の
問
さ
ら
に
実
効
性
の
口向
い
自
己

改
革
施
策
等
に
つ
い
て
議
論
を
深
め

る
予
定
で
あ
る
こ
と
、
な
ど
の
理
由

に
よ
り
ま
す
ｃ

卜
一
■
■
■
一
■
一
一
警

○
　
次
の
４
項
日
を
改
■
の
柱
（テ
ー

こ
に
置
い
て
い
ま
す
。

“

農
業
者
の
所
得
増
大
へ
の
貢
献

υ

自
己
完
結
で
き
る
（単
位
）
Ｊ

Ａ
の
構
築

０

く
ら
し
を
豊
か
に
す
る
地
域

活
性
化
活
動
の
推
進

④

（単
位
）
Ｊ
Ａ
を
支
援
・補
完

す
る
中
央
会
・連
合
会
改
革
の

断
行

〇
　
ま
た
、
今
回
会
で
審
議
が
予
定
さ

れ
る
農
協
法
改
正
等
に
関
し
、
現
時

点
の
情
勢
・情
報
等
に
基
づ
く
Ｊ
Ａ

グ
ル
ー
プ
茨
城
の
対
応
方
向
に
つ
い

て
掲
げ
て
い
ま
す
。

一
■
一
一
‐‐■‐―
一
〓
一
一
●
〉

一
●

●

●

一一
　

一
●

●

●

●

一

●

●

一

●

一

●

●

●

一
●

一
●

●
●

●

●

●

．

い
農
業
者
の
所
得
増
大
へ
の
貢
献

買
収
販
売
・契
約
販
売
拡
大
及
び
Ｊ

Ａ
直
売
施
設
の
戦
略
的
展
開
に
よ

る
農
業
収
益
増
大
・安
定

県
産
農
畜
産
物
及
び
加
工
品
輸
出

へ
の
積
極
的
な
取
組
み

グ
ル
ー
プ
内
加
工
技
術
（発
酵
ア
イ

ス
ク
リ
ー
ム
、
製
麺
、
製
菓
等
）
の
横

展
開
に
よ
る
農
畜
産
物
高
付
加
価

値
化
（６
次
産
業
化
）

高
収
益
（低
コ
ス
ト
）
農
家
経
営
モ
デ

ル
の
横
展
開
に
よ
る
農
業
経
営
支
援

グ
ル
ー
プ
内
営
農
関
係
施
設
共
同

運
営
な
ど
に
よ
る
効
率
化

外
国
人
実
習
生
制
度
の
円
滑
な
道

用

等

け

自
己
完
結
で
き
る
（単
位
）
Ｊ
Ａ
の

構
築

県
内
６
ブ
ロ
ッ
ク
組
織
再
編
公
口
併
）

構
想
の
早
期
完
遂

一・
　
　
．

経
営
管
理
強
化
に
よ
る
適
正
利
益

計
上
と
組
合
員
還
元
水
準
向
上

グ
ル
ー
プ
統
一方
針
に
よ
る
人
材
育
成

と
グ
ル
ー
プ
問
人
材
流
動
化
促
進

出
先
（Ｊ
Ａ
支
店
。事
業
所
等
）
体
制

整
備
と
サ
ー
ビ
ス
機
能
強
化

等

６
く
ら
し
を
豊
か
に
す
る
地
域
活
性

化
活
動
の
推
進
　
●

一

高
齢
者
一層
用
機
会
創
出
な
ど
に
よ

る
「
元
気
高
齢
者
」支
援

厚
生
連
病
院
を
活
用
し
た
高
齢
者

福
祉
事
業
の
充
実

一一一

買
い
物
弱
者
支
援
や
子
育
て
支
援
の

充
実

等

“

（単
位
）
Ｊ
Ａ
を
支
援
・補
完
す
る

中
央
会
・連
合
会
改
革
の
断
行

Ｊ
Ａ
サ
ポ
ー
ト
体
制
の
強
化
、
リ
ス

ク
軽
減
支
援

組
合
員
農
業
経
営
支
援
の
強
化

経
営
管
理
強
化
に
よ
る
適
正
利
益

計
上
と
Ｊ
Ａ
還
元
水
準
向
上

等

■|■.'■■||‐|■ ‐1



平成 27年 5月 発行 ム 」 た が 第 180号 (6)

蝙
隋
流
鋏

飩
絋
鶉
瘍

政
府
は
、
「
法
制
度
等
の
骨
格
」

に
も
と
づ
く
農
協
法
改
正
に
つ
い

て
、今
通
常
国
会
で
の
成
立
、来
年

４
月
の
施
行
を
目
指
し
て
い
ま

す
。
法
改
正
が
、
農
業
者
の
所
得

踪隧骰鋏&‡懸六鶉鰺颯雹釉顆鋏:

増
大
と
地
域
の
活
性
化
を
実
現

す
る
も
の
と
な
る
よ
う
、
注
視
し

て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
項
目

ご
と
に
、
決
定
し
た
内
容
と
今
後

の
課
題
を
整
理
し
ま
し
た
。

株式会社に
組織変更可能

I藍姜1酢褥■躍華書|

JA全国
監査機構

,

分離 …ヽ…1

(選択制)

隆
憮
麒
颯
瘍
麒
鶉
饉

蒻
釉
瘍
鰤
、
瘍
颯
褥
彰

政
府
が
決
定
し
た
法
制
度
等

の
骨
格
で
は
、Ｊ
Ａ
理
事
の
資
格

要
件
は
、理
事
の
過
半
数
を
原
則

と
し
て
、
認
定
農
業
者
や
販
売
・

経
営
の
プ
ロ
と
す
る
こ
と
を
求
め

る
規
定
と
な
り
ま
し
た
。
「
原
則

と
し
て
」
の
取
り
扱
い
が
ど
う
な

る
か
不
透
明
で
あ
り
、
現
場
で
の

混
乱
を
招
く
こ
と
が
な
い
よ
う
、

地
域
実
態
を
ふ
ま
え
た
見
直
し

が
行
わ
れ
る
よ
う
に
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

准
組
合
員
の
利
用
量
規
制
の
あ

り
方
に
つ
い
て
は
、５
年
間
の
調
査
を

行
い
、慎
重
に
決
定
す
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。
調
査
で
は
、准
組
合
員

の
果
た
し
て
い
る
役
割
な
ど
を
明
ら

か
に
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
組
合

員
の
利
用
量
が
制
限
さ
れ
る
と
、地

域
の
フ
イ
ア
フ
イ
ン
と
し
て
の
機
能

低
下
や
、正
准
組
合
員
双
方
の
利
便

性
・サ
ー
ビ
ス
低
下
に
つ
な
が
り
か
ね

ず
、Ｊ
Ａ
経
営
に
大
き
な
影
響
が
生

じ
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

農
協
の
事
業
目
的
は
、
「農
業

所
得
の
増
大
、
※
そ
の
他
農
業
者

の
利
益
の
増
進
」
「的
確
な
事
業

活
動
に
よ
り
利
益
を
上
げ
、
そ
の

利
益
を
事
業
へ
の
投
資
や
組
合

員
へ
の
投
資
や
組
合
員
へ
の
利
用

高
配
当
に
充
て
る
Ｌ
日
の
内
容
に

改
正
す
る
と
し
て
い
ま
す
。

理事の

資格要件

○理事の過半数を原員1として認定農業者や販売 。経

営のプロとすることを求める規定。

○理事の年齢構成や性別に著しい偏りが生じないよう

に配慮する旨の規定。

准組合員制度

○准組合員の利用量規制のあクリ方については、直ち

に決めず、5年間の調査 (①正准組合員の利用実態

②農協改革の実行状況)を行い、慎重に決定。

晨協の

事業目的

○「農業所得の増大 ※その他農業者の利益の増進」
「的確な事業活動により利益を上げその利益を事業
への投資や組合員への利用高配当に充てる」旨の

内容に改正。

※3月 子
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政
府
が
決
定
し
た
法
制
度
等
の

骨
格
で
は
、Ｊ
Ａ
都
道
府
県
中
央
会

は
、
２
０
１
９
年

※
９
月
末
ま
で

に
、
経
営
相
談
・監
査
、
代
表
、
総

合
調
整
を
行
う
農
協
法
上
の
「連

合
会
」
に
移
行
す
る
と
し
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
全
中
は
同
じ
２
０
１
９
年

※
９
月
末
ま
で
に
、
代

表

、
総
合

調
整
な
ど
を
行
う

コ

般

社
団

法

人
」
に
移

行
す
る
と
し
ま
し

払た
。Ｊ

Ａ
の
監
査
は
、
２
０
０
億
円

以
上
の
Ｊ
Ａ
に
公
認
会
計
士
に

よ
る
会
計
監
査
を
義
務
付
け
、

Ｊ
Ａ
全
国
監
査
機
構
を
分
離
し

て
新
設
す
る
監
査
法
人
か
、
そ
の

他
の
監
査
法
人
か
を
選
ぶ
「
選

択
制
」
に
変
更
す
る
こ
と
と
な
り

ま
す
。
新
た
な
監
査
法
人
は
、
会

計
監
査
と
業
務
監
査
の
両
方
が

可
能
で
、
業
務
監
査
は
Ｊ
Ａ
の
任

意
と
な
り
ま
し
た
。
新
し
い
制
度

へ
の
移
行
に
お
い
て
は
、
Ｊ
Ａ
の
負

担
を
増
や
さ
ず
に
、
〈
７
後
も
継
続

し
て
監
査
を
受
け
続
け
ら
れ
る
よ

う
に
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
中
央
会
監
査
が
果
た
し

て
き
た
Ｊ
Ａ
の
破
た
ん
未
然
防

止
に
つ
い
て
は
、〈
フ
回
の
骨
格
で
は

触
れ
ら
れ
て
お
ら
ず
、
引
き
続
き

取
り
組
め
る
よ
う
に
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

■卜.…Ⅲ.、_……ⅢⅢ・‐理■ⅢⅢ…‐・・… …

○」A都道府県中央会については、経営相談・監査、
代表、総合調整を行う「連合会」に移行。

※2019年 9月 30日 までに移行

○」A全中については、代表、総合調整などを行う一般

社団法人に移行。   ※2019年 9月 30日 までに移行

○貯金量200億円以上の」A等については、公認会計
士による「会計監査」を義務付け。

○」A全国監査機構を外出しし、公認会計士法に基づ

く監査法人を新設。

○」Aは、新設する監査法人による監査か、その他民間
の監査法人による監査かを選択。

○「業務監査」(コンサル)は、JAの任意。

※関係する記述なし

磯
轟
嚢
鯰
量
』
旗
鶴
宦
謝
絋
甕
覆
跛
務
鸞
け

糠
饉
購
顆
靱
共
餃
は
『連
合
畿
』
は

政
府
が
決
定
し
た
法
制
度
等

の
骨
格
で
は
、全
農
・経
済
連
は
、

選
択
次
第
で
、株
式
会
社
に
組
織

変
更
で
き
る
規
定
と
な
り
ま
し

た
。
厚
生
連
に
つ
い
て
も
、
選
択
に

よ
り
社
会
医
療
法
人
に
組
織
変

更
で
き
る
規
定
と
な
り
ま
し
た
。

今
後
は
運
用
に
よ
っ
て
、
組
合

員
人
ム
員
の
判
断
と
関
係
な
く
、

組
織
変
更
を
強
制
さ
れ
な
い
よ
う

に
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

１

・

○全農・経済連については、その選択により、株式

会社に組織変更ができる規定。
全農●経済運

○厚生連については、その選択により、社会医療法

人に組織変更ができる規定。
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Ｏ
　
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
使
命
は
「持
続
可
能
な
農
業
」
と
画
塁か
で
暮
ら
し
や
す
い

地
域
社
会
」
の
実
現
で
あ
る
こ
と
を
念
頭
に
、組
合
員
貢
献
を
維
持
・向
上
す

る
方
向
で
対
応
し
ま
す
。

○
　
と
り
わ
け
、准
組
合
員
に
つ
い
て
は
「農
業
や
地
域
経
済
を
支
え
る
パ
ー
ト

ナ
ー
」
に
位
置
付
け
、Ｊ
Ａ
運
営
参
画
（事
業
モ
一タ
ー
、支
店
運
営
委
員
会
メ
ン

バ
ー
、総
代
及
び
理
事
就
任
等
）を
積
極
的
に
進
め
て
い
き
ま
す
。

Ｏ
　
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
茨
城
は
、た
だ
ち
に
、自
己
改
革
の
各
施
策
に
つ
い
て
着
実
か
つ

ス
ピ
ー
デ
イ
に
実
行
し
て
ま
い
り
ま
す
。

○
　
ま
た
、農
協
法
改
正
詳
細
対
応
を
含
め
た
自
己
改
革
施
策
の
深
化
及
び
実

効
性
を
高
め
た
上
で
、平
成
２７
年
Ю
月
に
開
催
す
る
第
２７
回
県
Ｊ
Ａ
大
会
に

て
決
議
（決
定
）す
る
予
定
で
す
。

一
五

―
ス
で
准

組
合
員
の
利
用
量

規
制
に
つ
い
て
報
道
さ
れ
て

い
ま
し
た
が
、
各
７
後
Ｊ
Ａ
は

大
丈
夫
な
の
で
し
よ
つ
か
。

鑢

響

盪

鞭

曇

輝

通
り
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

准
組
合
員
の
利
用
量
規
制
の

あ
り
方
に
つ
い
て
、人
７
回
は
「准

組
合
員
の
利
用
量
規
制
の
あ

り
方
に
つ
い
て
、
直
ち
に
決
め

ず
、
５
年
間
調
査
を
行
っ
た
上

で
慎
重
に
決
定
す
る
号
）と
に

な
っ
て
い
ま
す
。中

央
会
の
指
導

が
Ｊ
Ａ
の
創
慧
工

夫
を
阻
書
し
て
諄
る
と
報

道
が
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
う

ひ
っ
た
実

態
が
あ

る
の
で

し
よ
う
か
。

機

部ぽ

晴

心
か
園
芸
中
心
か
な
ど
、
そ
れ

ぞ
れ
の
地
域
に
あ
っ
た
Ｊ
Ａ
経

営
計
画
や
地
域
の
農
業
振
興

計
画
を
定
め
る
よ
う
中
央
会

で
は
指
導
し
て
お
り
、
む
し
ろ

各
Ｊ
Ａ
の
創
意
工
夫
あ
る
取

り
組
み
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

ま
た
Ｊ
Ａ
そ
れ
ぞ
れ
の
個
別

問
題
の
相
談
に
も
応
じ
て
い

ま
す
。

監
査
法
人
の
監

査
に
な
る
と
、
経

費
が
た
く
さ
ん
掛
か
り
Ｊ
Ａ

の
経
営
に
影
響
が
あ
る
の
で

は
な
い
で
す
か
。

機

鑽

斃

ま
で
以
上
に
経
費
が
掛
か
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
が
、全
中

か
ら
外
出
し
し
た
監
査
法
人

は
、
Ｊ
Ａ
の
事
業
、
シ
ろ
ア
ム
に

精
通
し
て
い
る
特
徴
を
活
か

し
、極
力
、
Ｊ
Ａ
に
と
っ
て
大
き

な
影
響
と
な
ら
な
い
方
向
で

検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

今
園
の
農
協
改

革
に
よ
り
、
マ」
れ

か
ら
Ｊ
Ａ
は
ど
う
し
て
い
く

こ
と
に
な
る
の
で
す
か
。

朧

得
彙

麟

の
活
性
化
に
寄
与
す
る
た
め
に

農
協
改
革
を
行
う
も
の
で
す
。

し
か
し
、〈
７
回
の
改
革
は
中
央

会
の
監
査
制
度
な
ど
に
議
論
が

終
始
し
、な
ぜ
農
業
所
得
の
向

上
に
つ
な
が
る
の
か
、現
場
か
ら
は

不
安
の
声
が
上
が
って
い
ま
す
。

私
た
ち
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
は
、

昨
年
Ｈ
月
に
「
食
と
農
を
基

軸
と
し
て
地
域
に
根
ざ
し
た

協
同
組
合
」
と
し
て
、農
業
所

得
の
向
上
と
地
域
の
活
性
化

を
め
ざ
し
、
自
己
改
革
に
取
り

組
む
こ
と
と
し
ま
し
た
。
今
回

の
農
協
改
革
を
踏
ま
え
つ
つ
、こ

の
自
己
改
革
を
し
っ
か
り
と
や

り
遂
げ
、組
合
員
、
地
域
住
民

の
期
待
に
応
え
て
い
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

蹂
躙澁鋏莉莉莉聰

一鶉
魏鰊
鼈
魏
躙
絣
紆
躙
捗
颯
鍼
鰺
屹
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貯 め る。食 べ る。薔 え る。

明 日 へ つ な (

確 か な し あ 1,せ .

全国で年間最大奪争藤`職 犠幸ftに
「ニッポンの意み」・・"■

1‐ ‐をプレゼントl

JAバンク年金定期貯壼 1結 いの慧み」にお申込みいただくと、

」Aタウン「結いの意みJギフトカード i盤マI,翼職 語t 苺  ・

臨hJAバ ンク

戯1春

讐|

部
屋
の
イ
メ
ー
ジ
チ
エ
ン
ジ

は
し
た
い
。
で
も
わ
ざ
わ
ざ
床

材
を
替
え
る
の
は
ち
よ
っ
と
画

倒
　
　
。
そ
ん
な
と
き
は
カ
ー

ペ
ッ
ト
タ
イ
ル
が
お
す
す
め
。

部
屋
の
真
ん
中
に
ア
ク
セ
ン
ト

と
し
て
何
枚
か
敷
く
だ
け
で
も

部
屋
の
雰
囲
気
を
ガ
ラ
リ
と
変

え
て
く
れ
ま
す
。
し
か
も
大
が

か
り
な
家
具
の
移
動
も
せ
ず
に

模
様
替
え
が
で
き
る
の
は
ウ
レ

シ
イ
限
り
。

カ
ー
ペ
ッ
ト
タ
イ
ル
は
色
柄

の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
も
豊
富
。

単
色
を
敷
き
つ
め
る
だ
け
で
な

く
、
た
と
え
ば
濃
い
色
と
薄
い

色
を
交
互
に
敷
き
つ
め
れ
ば
市

松
柄
に
。

施
工
道
具
は
カ
ッ
タ
ー
ナ
イ

フ
と
専
用
滑
り
止
め
テ
ー
プ
。

目
地
に
気
を
つ
け
て
順
番
に
敷

い
て
い
く
だ
け
で
す
。
テ
ー
プ

止
め
で
き
る
床

（フ
ロ
ー
リ
ン

グ
な
ど
）
で
あ
れ
ば
ど
ん
な
部

一膨
■
寺

●

勅掃除をする

タイサルを準備する

磁 ワ獨鰍ζ

鯛を合わせな力|う敷く

」A日立市多賀
地域振興部不動産管理センター

TEL 0294(38)6789
メールアドレスlataga@galaxy.ocn ne,jp

燒競ゴ幕票∬i幸 鶉颯 l鮮誇

屋
で
も
敷
け
ま
す
が
、
カ
ー
ペ

ッ
ト
な
の
で
や
は
リ
キ
ッ
チ
ン

な
ど
の
水
ま
わ
り
は
避
け
た
ほ

う
が
無
難
。
洗
濯
機
で
丸
洗
い

が
で
き
る
し
、
汚
れ
が
ひ
ど
け

れ
ば
部
分
的
に
張
り
替
え
れ
ば

Ｏ
Ｋ
と
、
フ
ト
ロ
コ
ヘ
の
や
さ

し
さ
も
魅
力
で
す
―
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抽選で50,000名 様にすてきな賞品をプレゼント|

ふ ■緒に、見つけてみませんか。

あなたの、将来の安心を。
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自
在
な
ア
レ
ン
ジ
が
可
能
、
お
手
軽
床
材
Ｎ
ｏ
ｌ

『カ
ー
ペ
ツ
ト
タ
イ
ル
を
敷
く
』

あんじん
チェック

くらしの保障満 炎するなら ″ 欠 」 A共 済
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「 成 27年 5月 発行 ム J A た が 第 180号 (10)

介護保険 (ケア・プラン)

に基づき訪間介護サービス

(健康で明るい毎日のお手伝い)

・‐‐‐‐」A日立市多賀―‐‐‐

介 護 セ ンターす ず らん

お気軽にお電話下さい。

0294・33日 1115

綺
脩 黎♂

∫
●■
　　・

Ｔ

瀞

夏 の 貯 全 は 、JAへ 。 ら欺 JA′ ンヽク

サ マ ー キ ャン ペ ー ン 2015 平成27年6月 1日 (月 )～7月 31日 (金)

キ ャンペー ン期間中、新規 で定期貯金 をお預 |サ いただ くと

1年もの 特別金利 年 fll ⑫ 。20% 3年 もの 特別鎌 嗜年利 動 .3⑫ %
(税 弓:後 0169%) (税 弓:後 0239%)

・ 個 人 の 方 の み   。金 額 10万 円以 上   ・ 種 類 ス ーバ ー定 期 貯 金

・金利上乗せ期間は初回満期日までとし、自動継続後の金利は継続時の店頭表示金利を適用いたします。
・中途解約した場合は、所定の中途解約利率が適用されます。   ・ATMでのあ預入は対象外とさせていただきます。
・税3後の金利こつきましては、復興特別所得税が適用されます。

`詳
しく

`ま

 店頭備え付けの商品概要説明書および窓日にお問合ビください

」A日 立市 多賀

本  店 TEL:0294330048  水本支店 TEL:0294522216
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時

　

平

成

二
十

七

年

二
月

二
十

七
日
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）

午

後

一
時

三
十

分

場

　

所

　

本

店

三
階

小

会

議

室

ψ

協

議

事

項

中

∩
Ｗ
平
成
二
十
六
年
度
決
算
つ
い
て

∩
〕
平
成
二
十
七
年
度
部
門
計
画
（案
一に
つ
い
て

∩
〕
本
年
度
の
貸
付
金
の
利
率
の
最
高
限
度
に
つ
い
て

ｍ
Ｗ
本
年
度
の
借
入
金
の
最
高
限
度
額
の
決
定
に
つ
い
て

∩
〕
本
年
度
の
余
裕
金
運
用
に
つ
い
て

∩
Ｗ
本
年
度
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信
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供
与
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最
高
限
度
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に
つ
い
て

〔
〕
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良
債
権
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処
理
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方
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す
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事
項
に
つ
い
て

〔
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平
成
二
十
七
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ン
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プ

ロ
グ
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事
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輩

①
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査
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②
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度
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度
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同

サ

ー
ビ
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計
画

に

つ
い
て

０

平
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十
六
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度
ド
期
監
事
監
査

に

つ
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て

⑤

そ
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他

日
　

時

　

平
成
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十

七
年
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月
十
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日
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）

午
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所

　

本

店

二
階

小

会

議

室

ψ
協

議

事

項

ψ

①

平
成

二
十
七
年
度
通
常
総
会

に
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い
て

い
〕
役
員
推
店
会
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領
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部
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③
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日
　

時
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②

平
成

１
十
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下
期
監
事
監
査

に

つ
い
て

③

そ

の
他

日
　

時

　

平
成

二
十

七
年

四
月

一
日

（水
）

午

後

一
時

場

　

所

　

本

店

三
階

小

会

議

室
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協

議
事

項

■

【
い
今
後

の
執
行
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制

に
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い
て

②

平
成
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十
七
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度
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会

に

つ
い
て

③

そ

の
他

日
　

時

　

平
成

二
十

七
年

四
月
八
日

（水
）

午

後

一
時

三
十

分

場

　

所

　

本

店

二
階

小

会

議

室

ψ
協

議

事

項

ψ

①

平
成

ニ
ト

七
年
度
通
常
総
会

に

つ
い
て

②

そ
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他

日
　

時

　

平
成

二
十

七
年

四
月
二
十
日
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）

総

会

終

了
後

場

　

所

　

本

店

二
階

小

会

議

室

ψ

協

議

事

項

ψ

①

代
表
理
事

の
選
任

に

つ
い
て

②

役
付
理
事

の
選
任

に

つ
い
て

③

理
事
順
位

の
決
定

に

つ
い
て

０

理
事
報
酬

の
配
分

に

つ
い
て

⑥

行
政
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提
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す

る
業

務
報
告

普

及
び
連

結

業
務
報
告
書

の
承
認

に

つ
い
て

⑥

Ｊ

Ａ
バ

ン
ク

ロ
ー

ン
十

務
取

扱
要

領
等

の

一

部
改
正
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て

〔
∪
三
菱

Ｕ
Ｆ

Ｊ

ニ
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ス
保

証
型

に
か

か
る
融

資

要
項
等

の
　

部
改
正

に

つ
い
て

③

合
（付
金
利
率
表

の

一
部
改
正

に

つ
い
て

⑨

合
（付
金

に

つ
い
て

⑩

そ

の
他

日
　

時

　

平
成

二
十

七
年

五
月
十
八
日

（月
）

午

後

四
時

場

　

所

　

本

店

二
階

小

会

議

室

■
協

議

事

項

，

０

専

問
委
員
会

に

つ
い
て

②

そ

の
他

醸
別

■
一

一

『

ｒ

lli
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（
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時  給 :1,100円

採用人数 :若干名

業務内容 :生活援助・身体介護

■必 要 な 資 格 |

・ホームヘルバー2級以上

・普通自動車運転免許 (A丁可)


